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「ラーニング・フォーラム 2006」の報告 
 

 

去る 12 月 11（月）に青山ダイヤモンドホールにてラーニング・フォーラムを開催しました。 

 

フォーラムは、当社の経営理念「人や組織の問題解決を通し

て自ら学びつつ成長することを援助する」に基づき、お客さ

まとともに学習し成長することを目指して毎年実施しており

ます。お陰様で、今回 18 回目を迎えることができました。 

 

今年は『教えない教育とは？』をテーマに、3 名の講師をお招きして行いました。 

『教えない教育』のテーマに多くのお客さまが関心を寄せていただき、実に 200 名のお客さま

にご参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

「業務環境変化と研修企画側の課題」（「いかに考えさせるか」）と題して課題提起をしてい

ただきました。 

様々な業務環境の変化により「考える」をさせない環境になっている現在、社員に求められる能

力は HOW（いかにやるか）から WHAT（何をやる必要があるか）へ変わりつつあるとの指摘が

なされました。 

WHAT を生み出す、つまり「考えさせる」ためには、管理者のスキルアップはもちろん、個から

組織への職場ぐるみ研修が必要であり、トップのリーダーシップのあり方（プレッシャーかけま

くり型からサポート型へ）も変えなくてはならないとの方向性が示されました。 

 

 

まず、 

リーダーシップ開発研究所 

代表 伊東 芳久 氏 より 

フォーラム風景
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「導入教育における教えない教育の実践」（「自発的に学習する社員育成のため」）について、

つまり考えさせるために、導入教育をどのように変えたかについて生の事例を発表いただきまし

た。 

新しい教育体制に必要なものとして、３点を強調されていました。 

１．インストラクターの資質を上げる 

従来の教える教育から教えない手法へインストラクターの意識改革の実施とインストラクシ

ョンスキルのトレーニング 

２．受講者の気づき、やる気を引き出す手法の開発 

  インストラクショナルデザイン 

３．適切な目的・目標の設定 

  少数のインストラクター、限られた時間を考えると思い切った絞り込みが必要 

 

２番目のインストラクショナルデザインに関し

ては、弊社のＬＳＳ ― ラーニング・スタイル

研修の中でとりあげている４MAT 理論をベー

スに作成しています。 

 

４MAT 理論とグループ学習の組み合わせによ

り、受講者の反応は大変よく、次のような感想

が寄せられているとのことです。 

■受講者の感想 

「自分が調べたことを他の人に説明することや他の人が調べたことを聞いて理解することを

通して専門知識について理解を深めることができた。ただ講義を受けるだけとは違う知識の身

に付け方に初めて接したが、とてもよく機能していた」 

 

 

 

 

 

 

続いて、 

 

協和発酵工業株式会社 医薬営業本部 
医薬マーケティング部  教育研修グループ 
マネジャー 加藤 隆 氏 より 

休憩風景
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「医学教育における教えない教育」（「信頼される医師を養成するために」）について、現在

筑波大学でどのような取り組みを行っているかをご紹介いただきました。 

 

１．医学教育について 

 
 

２．医学教育改革の流れ 

  
 

 

 

 

最後に、 

 

筑波大学附属病院 

病院教授 前野 哲博 先生 より 

特長的なことは、医学部は医師養成機

関であり、医学部教育は学問を学ぶ場

であるとともに職業訓練機関を兼ね

ていることである。 

また、患者の命を預かっている関係

上、医師を育てるために命がけの

OJT が求められる。 

従来の教育は知識偏重であり、実学が

軽視されていた。 

また、医学の進歩は日進月歩であり学

んだ知識もともすれば卒業時には役

に立たなくなることもあり得る状況

になっている。 
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３．筑波大学における医学教育改革 

 
 

 
 

 

 

 

実学を学んでいないため、現場で使え

ない医師が生まれ、患者にとって迷惑

になる存在の医師がいる。 

現場で使える医師を養成するために、

筑波大学では講義中心から自己学習、

グループ学習へとシフトしている。 

フォーラム風景 
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４．「教えない教育」実践のために 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

また、臨床実習においても多くの制約

はあるものの、見学型実習から診療参

加型実習へと変えつつある。 

見学型と参加型を比較すると結果的

には参加型の方が多くの果実を得ら

れる。 

自己学習やグループ学習を行うにあ

たって、小グループで討論するための

教室の準備などハード面の問題と、教

育する側の意識などのソフト面の問

題など多くの障害がある。 
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要点は以上ですが、参加者からは医学の世界でも医者を育てるためにこんなに努力をしているの

か、といった驚嘆の声があがっていました。 

自ら考え、自ら行動できる人を求めている点では企業も医学の世界も一緒です。 

そのために、敢えて『教えない教育』を実践することが変化の激しい時代を乗り越えるために必

要であることを改めて考えさせられた一日でした。 

以 上 

 

2007 年１月 

ラーニング･フォーラム事務局 

教えない教育実践のために、最後に

「信じる」「耐える」「支える」の３つ

が教える側に求められる。 

Faculty Development（教育者の教

育）が特に重要になる。 
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